
美和小学校 学校だより

美風
あけましておめでとうございます

本年もよろしくお願いいたします

３年生では、国語や算数といった今までの勉強に加え、理科や社会、習字、リコーダーなど

の学習が増えました。子どもたちは何事にも一生懸命取り

組み、頑張っている姿が見られます。

習字では、毛筆を使い漢字やひらがなを書いています。

西川先生の指導のもと、筆の持ち方や正しい姿勢といった

取り組む姿はもちろんのこと、とめやはね、はらいなどの

細かい書き方にも気をつけながら学習を進めています。初

めは戸惑う子もいましたが、少しずつ上達する子どもたち

の姿が見られます。

理科では、生活科での直接体験を基として、身の回りの自 ～書写の授業の様子～

然について興味・関心をもち、体験的な活動を通して、楽し

く学べるような授業を心がけています。実験の前には自分なりに予想をさせ、それを基にして

観察・実験を行ってきました。２学期には、鏡を使って日光をはね返し、進み方や日光を当て

た所の明るさについて調べたり、ゴムで動く車を使ってゴムののばし方を変えると物の動き方

がどのようにかわるのかを調べたりしました。実験用具を正しく使い、仲間とともに学ぶ姿が

印象的でした。

社会科では、自分たちの住んでいる、あま市のことを中

心に学習を進めてきました。校区探検に出かけ、地域によ

って特色や違いがあることに気づき、白地図にまとめまし

た。また、地域で働く人々の学習として、「店ではらたく人

びとの仕事」や「工場ではたらく人びとの仕事」について

学びました。スーパーや工場へ実際に見学に行き、自分の

目で見たり聞いたりすることで、より考えを深め意欲的に

取り組む姿が見られました。初めて知ることも多く、子ど

～理科の実験の様子～ もたちは目を輝かせながら見学をしていました。

（３年生担任 村瀬みずほ 今井稚奈巳）
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算数の授業について
本年度も算数科の授業は、ティーム・ティーチングによる指導を行っています。１時間の授

業を複数の教師で指導しています。一人の教師が授業を進め、もう一人の教師は主に児童の支

援を行うという授業の進め方をしています。

ティーム・ティーチングの効果は多く挙げられますが、本校では以下の点を重視して、指導

しています。

（１）個人差に応じた個別指導ができる。

・机間指導を複数で行うことにより、ノート指導、その場での答え合わせを個別にでき、

個別指導の機会を増やすことができます。

・個人思考（自分で考える時間）で悩む児童に個別に対応ができます。

（２）つまづきを早期に発見し、継続的な指導ができるようになる。

・ノートなどを見ることにより、個々の習熟度を把握し、次の指導方法を検討すること

ができます。

（３）基礎基本の徹底とその反復に力を入れることができる。

このような効果を生かして少人数担当者全員が授業に取り組んでいます。算数嫌いをなくす

ことはもとより、「わかった！理解できた！」という感動と達成感がもてるような授業の改善

にも取り組んでいきたいと考えています。 （少人数担当 釘宮博行）

委員会活動の様子（生活委員会）
生活委員会は１年間を通じてあいさつ運動に取り組んだり、長期

の休みの前に危険なことや気をつけることを劇などで訴えたりして

います

５月と１１月に生活委員が昇降口の前に立ち、あいさつがもっと

できるように、あいさつ運動を行いました。あいさつはコミュニケ

ーションの第一歩と捉え、「笑顔、大きな声、目を見て、自分から」

を目標にあいさつ運動に取り組みました。また、１１月のあいさつ

運動の時には、「ハイタッチあいさつ運動」と称して、ハイタッチし

ながらあいさつをする試みもしました。照れや恥ずかしさがありな

がらも、以前よりも笑顔であいさつができたのではないかと感じら

れました。これからの課題としては、あいさつ運動の期間以外でも

気持ちのよいあいさつができるようになることなので、引き続き美

和小学校のあいさつの輪が広がるように取り組んでいきたいと思い

ます。 （担当 湯澤幸祐 竹内陽大）

今後の予定
２月 ３ 日（水） 学校公開日（午後） 作品展・ナイトギャラリー

４ 日（木） 作品展

３月 １ 日（火）授業参観・学級懇談（低・中学年）

２ 日（水）授業参観・学級懇談（高学年）

１８ 日（金）卒業式

２４ 日（木）修了式


